
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1定期考査 ○ ○

（１組：神） （２組：神） （３組：神） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって
読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手の
としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

現代の国語（大修館書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や創造力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養
う。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元 要点を捉える
【知識及び技能】
　常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に
的確に捉え、要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に
的確に捉え、積極的に要旨や要点を把握しようとしている。

・指導事項
　段落毎の要点のとらえ方について理解し、要
点をまとめ、要約を口頭で発表する。
・教材
　白紙（森田真生）、考える技術（野矢茂樹）
・一人１台端末の活用　等
　Flipgridを使用して提出

○

【知識及び技能】
　常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で
使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、積極的に要旨や要点を把握しようとして
いる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 3

B 単元　表現の工夫を考える
【知識及び技能】
　文、話、文章の効果的な組み立て方接続の仕方について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に
的確に捉え、要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的
確に捉え、積極的に要旨や要点を把握しようとしている。

・指導事項
 文章の構造に注意し、具体と抽象、対比を意
識して読む。
・教材
　水の東西
・一人１台端末の活用　等
　Microsoft Wordを用いて構造を意識したエッ
セイを作成

○

【知識及び技能】
　文、話、文章の効果的な組み立て方接続の仕方について理解す
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、積極的に要旨や要点を把握しようとしてい
る。

○ ○ ○ 2

定期考査 ○ ○ 1

○ ○

12

D 単元　文章の論理について考える
【知識及び技能】
　推論の仕方を理解し使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫しようとし
ている。

・指導事項
　論理的な文章を読み、筆者の論の立て方を把
握し、自身の文章に活用すること。
・教材
　自然と人間の関係をとおして考える
・一人１台端末の活用　等 ○

【知識及び技能】
　推論の仕方を理解し使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の
仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の
仕方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の
仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の
仕方を工夫しようとしている。

○ ○ ○ 5

C 単元　よりよい結論を出すために話し合う
【知識及び技能】
　比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方に
ついて理解し、使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、表現や進行など話合い
の仕方や結論の出し方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、粘り強く表現や進行な
ど話合いの仕方や結論の出し方を工夫している。

・指導事項
　論点を共有しながら話し合い、よりよい結論
を出すために、考えを広げたり深めたりする。
・教材
　結論を出すために話し合う
　ガチガチの世界をゆるめる
・一人１台端末の活用　等
　端末を使った調べ学習、動画作成

○

【知識及び技能】
　比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的
な述べ方について理解し、使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら表現や進行な
ど話合いの仕方や結論の出し方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、粘り強く表
現や進行など話合いの仕方や結論の出し方を工夫している。

○ ○ ○

1

２
学
期

E 単元　文章の論理について考える
【知識及び技能】
　推論の仕方を理解し使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に推論の仕方を理解し、使おうとしている。

・指導事項
　統計資料をもとに文章を書き、資料を用いな
がら説明する。
・教材
　説得力のある資料を作る
　どう伝えるか
・一人１台端末の活用　等
　プレゼン動画視聴

○

【知識及び技能】
　推論の仕方を理解し使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の
仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の
仕方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に推論の仕方を理解し、使おうとしている。

1 13

F 単元
【知識及び技能】
　実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すと
ともに、話しや文章の中で使うことを通して、五感を磨き語彙を豊かにする
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう表現の仕方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えや事柄が的確に伝わるよう表現の仕方を粘り強く工夫しようとし
ている。

・指導事項
　複数の文章を比較し、共通点や相違点を捉え
るとともに、情報の適否を吟味する。
・教材
　空気を読む、個人から分人へ
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習

○

7

6

定期考査

【知識及び技能】
　実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の
量を増すとともに話しや文章の中で使うことを通して、五感を磨
き語彙を豊かにすること。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、表現の仕方を工夫する
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えや事柄が的確に伝わるよう表現の仕方を粘り強く工夫
しようとしている。

1

G 単元
【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕
方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深
めたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、
表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広
げたり深めたりしようとしている。

・指導事項
　論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や
構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとと
もに、聞き取った情報を整理して自分の考えを
広げたり深めたりする。
・教材
　討論をする、反論の技術
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習

○

３
学
期

H 単元　情報を吟味する
【知識及び技能】
　情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じて、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展
開などについて評価したりするとともに、自分の考えを深めること。
【学びに向かう力、人間性等】
　目的に応じて、内容や書き手の意図を解釈したり、自分の考えを深めよう
としている。

・指導事項
　情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について
理解を深め使うこと。
・教材
　言葉についてのあたらしい認識、感情とは何
か
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習

○

【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展
開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して
自分の考えを広げたり深めたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的に論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論
理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整
理して自分の考えを広げたり深めたりしようとしている。

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
　情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じて、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成
や論理の展開などについて評価したりするとともに、自分の考え
を深めること。
【学びに向かう力、人間性等】
　目的に応じて、内容や書き手の意図を解釈したり、自分の考え
を深めようとしている。

○ ○ ○

定期考査

定期考査

I 単元　主張と根拠の関係を考える
【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、表現の仕方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、表現の仕方を積極的に工夫しようとしている。

・指導事項
　引用をしながら、自身の考える「言葉と他者
との関係」について根拠の明確なレポートを作
成する。
・教材
　現代の国語、言語文化の教科書等
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習

○

【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の
仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の
仕方を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の
仕方を考えるとともに、表現の仕方を積極的に工夫しようとして
いる。

合計

70

○ ○ 1

10

○ ○ 1

7○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（１組：神） （２組：神） （３組：神） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語 言語文化
国語 言語文化 2

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、
我が国の言語文化に対する理解を広げたり深めたりすることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手のとしての自覚をもち、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとする態度を養う。

言語文化（大修館書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や創造力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の
向上を図る態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元 作品の要点を読みとる
【知識及び技能】
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用につ
いて理解を深めている。［(2)カ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方をとらえ、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとおして他者や社会
に意欲的に関わろうとしている。

・指導事項
　文章の内容をつかむとととも
に、読書の意義について考える。
・教材
　文字の深秘

○

【知識・技能】
・我が国の言語文化への理解につながる読書の意
義と効用について理解を深めている。［(2)カ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方をとらえ、内容を
解釈している。［Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとおし
て他者や社会に意欲的に関わろうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 3

B 単元　古典の読み方を知り、考え方を比較する。
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語の
きまりや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解して
いる。［(2)ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、異なる時代に成立した随筆や小説、
物語などを読み比べ、それらを比較して論じたり評論したりす
る活動。［Ｂ(2)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から多様な価値観を
読み取ろうとしている。・古文の説話と現代のさまざまな文化
との繋がりを理解しようとしている。

・指導事項
 基本的な古典の読解方法を理解す
るとともに、作品を読み比べ、
テーマについて考えようとする。
・教材
　絵仏師良秀、地獄変（芥川龍之
介）、リアリズム殺人事件（エス
パー魔美）

○

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，古典を読むために
必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の
表現などについて理解している。［(2)ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、異なる時代に成立した
随筆や小説、物語などを読み比べ、それらを比較
して論じたり評論したりする活動。［Ｂ(2)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動から多
様な価値観を読み取ろうとしている。・古文の説
話と現代のさまざまな文化との繋がりを理解しよ
うとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査 ○ ○ 1

C 単元　古人の自然観を知り、自然の考え方を深める。
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背
景などを理解している。［(2)イ］
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知識や体験の中から適切な題
材を決め、集めた材料のよさや味わいを吟味して、表現したい
ことを明確にしている。［Ａ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉
え、作品ごとの自然観を理解しようとしている。

・指導事項
　現代や古文、漢文の複数作品を
比較しながら、自然や季節の美し
さについて自分の考えを深める。
・教材
　春はあけぼの、をりふしの移り
変はるこそ、実体の美　状況の
美、唐詩　等
・一人１台端末の活用　等
　端末を使った調べ学習、レポー
ト作成

○

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解している。［(2)イ］
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知識や体験の中
から適切な題材を決め、集めた材料のよさや味わ
いを吟味して、表現したいことを明確にしてい
る。［Ａ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方を捉え、作品ごとの自然観を理解しようと
している。

○ ○ ○

○

○

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働
きがあることを理解している。［(1)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふ
まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化について自分の考えをもっ
ている。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、広
い視野から国際理解に臨む姿勢を持ち、我が国の
言語文化をあらためて見直そうとしている。

1

15

定期考査

12

定期考査

○ ○ 1

・指導事項
詩歌の表現技法とその効果につい
て理解を深め、古代から現在のさ
まざまな詩歌を解釈する。
・教材
　サーカス、Cirus、恋するここ
ろ、伊勢物語、漢詩、俳句・短歌
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習、課題提出

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典特有の表現な
どについて理解している。［(2)ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表
現の仕方、表現の特色について評価している。
［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとおし
て他者や社会に意欲的に関わろうとしている。

1

D 単元　寓話・象徴を読みとり、表現について考える。
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典特有の表現などについて理
解している。［(2)ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方、表
現の特色について評価している。［Ｂ(1)ウ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとおして他者や社会
に意欲的に関わろうとしている。

・指導事項
　筆者が象徴的に表現したことを
捉え、表現の効果や内容について
の理解を深める。
・教材
　雑説、羅生門、青が消える等
・一人１台端末の活用　等
課題の提出等

○

E 単元　詩歌の表現技法と効果を考える
【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあること
を理解している。［(1)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化につい
て自分の考えをもっている。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、広い視野から国
際理解に臨む姿勢を持ち、我が国の言語文化をあらためて見直
そうとしている。

２
学
期

14

○ ○ 1

３
学
期

H 単元　死生観について考える
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)
ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章の成立した背景や他の作
品などとの関係をふまえ、内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)
エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、時代背景と登場人物との関係を理解した
り、会話文や手紙から登場人物の状況や心情を理解する学習
に、意欲的に取り組んでいる。

・指導事項
　生と死についての文章を読み、
理解を深める。
・教材
　城の崎にて、平家物語等

○

定期考査

17

定期考査 1

○ 1

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、
文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙
を豊かにしている。［(1)ウ］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章の成立した
背景や他の作品などとの関係をふまえ、内容の解
釈を深めている。［Ｂ(1)エ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、時代背景と登場人物との関
係を理解したり、会話文や手紙から登場人物の状
況や心情を理解する学習に、意欲的に取り組んで
いる。

○ ○ ○

合計

70

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

14

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や創造力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

1

○ 1

【知識・技能】
・当時の女性貴族における、仏教の影響の大きさを説明でき
る。・物語の語り手の存在を踏まえて文章を読むことが出来
る。
【思考力・判断力・表現力】
・源氏物語を読むことができた感動を理解し、自分の体験に引
きつけて説明している。
・作者の夢が持つ意味を、当時の仏教観をふまえて説明してい
る。
・桐壺、藤壺、若紫と光源氏との関係を、光源氏の心情に注意
しながら説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・当時の婚姻制度や身分社会をふまえ、光源氏が置かれた境遇

1

D 単元　源氏物語とその影響
【知識・技能】
・古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展開のしかたについて理解を深めて
いる。【(1)ウ】
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、古典特有の表現に注意して内容
を的確にとらえている。【(1)イ】
・「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や解釈を自分の知見と
結びつけ、考えを広げたり深めたりしている。【(1)オ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・平安時代の貴族文化をふまえて、登場人物の境遇や心情を理解しようとしてい
る。

・指導事項
 源氏物語の基本事項を理解した上
で、登場人物の心情について考え
る。
・教材
　更級日記、源氏物語

○

○

E 単元　和歌と漢詩
【知識・技能】
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めている。【(1)イ】
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、必要に応じて書き手の考えや目的、意図をとらえて内容
を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色について評価している。
【(1)ウ】
・「読むこと」において、古典の作品や文章などに表れているものの見方、感じ
方、考え方をふまえ、人間、社会、自然などに対する自分の考えを広げたり深めた
りしている。【(1)カ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・本歌や本説などにも興味をもち、和歌だけでなく当時の歌人や貴族の教養につい
て理解しようとしている。

・指導事項
詩歌の表現技法とその効果について
理解を深め、日本や中国ののさまざ
まな詩歌を解釈する。
・教材
　万葉集、古今和歌集、新古今和歌
集、漢詩、日本の漢詩
・一人１台端末の活用　等
　課題提出

○

【知識・技能】
・作品の特徴やその背景を正確に理解し、説明している。
【思考力・判断力・表現力】
・本文の構成や展開を正確に理解している。
・孔子と弟子との関係やその思想について説明している。
・登場人物の関係性や境遇を正しく説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文で学んだ思想を他の文章に当てはめて読解しようとして
いる。

○ ○ ○

○

合計
70

○

２
学
期

○ ○ 1

３
学
期

F 単元　思想と人々
【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解して
いる。【(2)ア】
・古典の世界に親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解してい
る。【(2)イ】
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解している。【(2)ウ】
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を
とらえ、内容を解釈している。【(1)イ】
・「読むこと」において、作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係をふ
まえ、内容の解釈を深めている。【(1)エ】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもっている。【(1)
オ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・教材に興味をもち、そこに表れたものの考え方について理解し、学習したことを
他の文章の読解に活かそうとしている。

・指導事項
　文章に表れる思想を理解し、他の
文章の読解にいかす。
・教材
　論語、孟子、荘子、大鏡

○

定期考査

14

定期考査

【知識・技能】
・歌の特徴、文学史的な位置づけや、その意義について理解
し、説明している。
・五言絶句、七言絶句の形式や修辞法などを正確に理解し、説
明している。
【思考力・判断力・表現力】
・修辞法などを的確に理解し、現代語訳している。
・歌やその作者についての歴史的背景が、歌の内容にどのよう
に影響しているか説明している。
・詩人の思いを語句や比喩などから正確に理解し、説明してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教材に興味をもって意欲的に取り組み、教材以外の古典常識

1

10

定期考査

12

定期考査

○ ○ 1

C 単元　兼好と宣長の考えを比較する
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句
の量を増すことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしている。【(1)ア】
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めてい
る。【(2)イ】
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、書き手の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとと
もに、文章の構成や展開、表現の特色について評価している。【(1)ウ】
・「読むこと」において、古典の作品や文章などに表れているものの見方、感じ
方、考え方をふまえ、人間、社会、自然などに対する自分の考えを広げたり深めた
りしている。【(1)カ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・兼好とそれを批判する宣長の主張を整理し、自分の考えを深めようとしている。

・指導事項
　作品を批判的に読み、筆者の主張
を評価する。
・教材
　徒然草（今日はそのことをなさん
と思へど、花は盛りに）、玉勝間

○

【知識・技能】
・作者が好ましいと考えるものについて、理由も含めて的確に
とらえている。
・批判をとおして主張を述べるという文章の展開のしかたを十
分理解している。
・古典に親しみ、考えを豊かにする意義を十分理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・話の構成を理解し、随筆文学の特徴について説明している。
・兼好と宣長の意図を十分にとらえてその主張を読み比べ、共
通点や相違点を的確かつ多面的にまとめたり、発表したりして
いる。
・上記の活動ををとおして、自分の考え方を深め、豊かにして
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・先人の主張に興味をもち、積極的に読み比べに取り組んで、

○ ○ ○

○

【知識・技能】
・故事成語の成り立ちと日本で用いられてきた文化的背景につ
いて、身近な例を挙げながら考えている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典
特有の表現などを適切に用いることができる。
【思考力・判断力・表現力】
・本文全体を正確に理解し、込められた寓意について自らの考
えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教材に興味をもって意欲的に取り組み、読書をとおして幅広
く深い教養を醸成しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査 ○ ○ 1

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元 説話文学を通して、話の面白さを味わう。
【知識及び技能】
・古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞などの表現の特色に
ついて理解を深めている。【(1)エ】
・古典などを読むことをとおして、我が国の文化の特質や、我が国の文化と中国な
ど外国の文化との関係について理解を深めている。【(2)ア】
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、古典特有の表現に注意して内容
を的確にとらえている。【(1)イ】
・「読むこと」において、関心をもった事柄に関連するさまざまな古典の作品や文
章などをもとに、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。【(1)キ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味をもち、登場人物の言動などから多様な価値観を読み取ろうとし
ている。
・古典文学と現代のさまざまな作品とのつながりを理解しようとしている。

・指導事項
　説話の構造を踏まえて、文章を読
み、内容を理解する。
・教材
　宇治拾遺物語、十訓抄、今昔物語
集

○

【知識・技能】
・和歌の修辞を理解し、詠み手の心情を理解している。
・歌合や歌の贈答などの文化を理解し、心情理解に役立ててい
る。
【思考力・判断力・表現力】
・物語と説話の構造の違いをふまえ、話の展開を的確にとらえ
ている。
・説話集の文体の違いを比較している。
・小式部内侍、安倍晴明像について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味をもち、登場人物の言動などから多様な価値
観を読み取ろうとしている。
・古典文学と現代のさまざまな作品とのつながりを理解しよう
としている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 7

B 単元　現代に繋がる漢文
【知識・技能】
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し、古典を読むために必要な語句
の量を増すことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしている。【(1)ア】
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めてい
る。【(2)イ】
・時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響
について理解を深めている。【(2)ウ】
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、構成や展開などを的確にとらえ
ている。【(1)ア】
・「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や解釈を自分の知見と
結びつけ、考えを広げたり深めたりしている。【(1)オ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・故事成語に興味をもち、日本の言語文化に与えた影響について理解しようとして
いる。

・指導事項
 　本文全体を正確に理解した上
で、寓意をつかむ。
・教材
　知音、漱石枕流、塞翁が馬、画竜
点睛

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

  生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的
な言語文化に対する理解を深めることができるようにする

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの
見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力
を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりする
ことができるようにする

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたっ
て古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い
手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

精選　古典探究（大修館書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】

（１組：石鍋） （２組：石鍋） （３組：石鍋） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語 古典探究
国語 古典探究 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（１組：玉腰） （２組：玉腰） （３組：玉腰）

国語 文学国語
国語 文学国語 2

文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、
我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに、創造的に考える力を養い、他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるよ
うにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手のとしての自覚を深め、言葉を通し
て他者や社会に関わろうとする態度を養う。

文学国語（大修館書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができるようにする。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手のとしての自覚を深め、言葉を通
して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元 翻案が広げる世界
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質について理
解を深めている。［(2)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を
とらえるとともに、作品が成立した背景やほかの作品などとの関係をふま
え、作品の解釈を深めている。［Ｂ(1)オ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・文体の特徴や語りの構造に興味をもち、登場人物の心情や境遇をふまえ
て、作品を読み味わおうとしている。

・指導事項
　想像したり共感したりしなが
ら、自分自身の生き方を見つめ
る。
・教材
　山月記 ○

【知識・技能】
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深めている。［(1)ウ］
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、
展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。［Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえるとともに、作品が成立した背景やほかの作
品などとの関係をふまえ、作品の解釈を深めている。［Ｂ(1)オ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・文体の特徴や語りの構造に興味をもち、登場人物の心情や境遇
をふまえて、作品を読み味わおうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 10

B 単元　虚構の可能性
【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解して
いる。［(1)ア]
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、
表現の特色について評価することをとおして、内容を解釈してい
る。［Ｂ(1)イ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・舞台設定や時代背景をおさえ、作品のテーマについて考えを深
めようとしている。

・指導事項
 　舞台設定や時代背景をふまえて
読む。人物描写や表現効果に着目
しながらテーマを考え、共有す
る。
・教材
　美神
・一人１台端末の活用　等
　端末を使った調べ学習、課題提
出等

○

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理
解している。［(1)ア]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化
の特質について理解を深めている。［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や
構成、展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。
［Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のし
かた、表現の特色について評価することをとおして、内容
を解釈している。［Ｂ(1)イ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・舞台設定や時代背景をおさえ、作品のテーマについて考
えを深めようとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○ 1

C 単元　韻文の世界
【知識・技能】
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［(2)ア]
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社
会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。［Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・韻文の表現や効果について理解を深め、作品の魅力を読み味わ
おうとしている。

・指導事項
　朗読によって詩のリズムや響き
を味わう。表現の特色や効果につ
いて理解する。
・教材
　近代詩、短歌、俳句

○

【知識・技能】
・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解して
いる。［(1)ア]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、
表現の特色について評価することをとおして、内容を解釈してい
る。［Ｂ(1)イ]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社
会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。［Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・韻文の表現や効果について理解を深め、作品の魅力を読み味わ
おうとしている。

○ ○ ○

○

○

○

【知識・技能】
・文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法につ
いて、体系的に理解し使っている。［(1)エ]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、
展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。[B(1)ア]
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、
表現の特色について評価することをとおして、内容を解釈してい
る。[B(1)イ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物のものの見方をおさえ、語りの特徴や効果をふまえ
て、作品を読み味わおうとしている。

○ ○ ○

10

定期考査

10

定期考査

○ ○ 1

・指導事項
　登場人物の感覚から事物の多用
なとらえ方を知る。文体の特徴に
着目し、その効果について考え
る。
・教材
　檸檬

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがある
ことを理解している。［(1)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、自
分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文
化について自分の考えをもっている。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、広い視野か
ら国際理解に臨む姿勢を持ち、我が国の言語文化をあらた
めて見直そうとしている。

○ ○

D 単元　文化と伝統
【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きがあることを理解してい
る。［(1)ア］
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、自分のものの見方、
感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考えをもってい
る。［Ｂ(1)オ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、広い視野から国際理解に臨む
姿勢を持ち、我が国の言語文化をあらためて見直そうとしている。

・指導事項
　日本文化についての感性豊かな
言語表現を読み取る。日本の伝統
的な価値観やその変化について考
える。
・教材
　陰翳礼讃
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習、レポート作成等

〇

E 単元　発見と批評
【知識・技能】
・文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法につ
いて、体系的に理解し使っている。［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定のしかた、
表現の特色について評価することをとおして、内容を解釈してい
る。[B(1)イ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物のものの見方をおさえ、語りの特徴や効果をふまえ
て、作品を読み味わおうとしている。

２
学
期

13

○ ○ 1

３
学
期

H 単元　記憶の継承
【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で
使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)
イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社
会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。［Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の境遇や、それぞれの人物関係を押さえ、作品の魅力
を読み味わおうとしている。

・指導事項
　登場人物の心情理解をとおし
て、自己の生き方や他者との関わ
りを学ぶ。

・教材
　こころ

〇

定期考査

12

定期考査 1

○ 1

【知識・技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で
使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしている。［(1)
イ]
・文学的な文章を読むことをとおして、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［(2)ア]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、
展開、描写のしかたなどを的確にとらえている。［Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、作品の内容や解釈をふまえ、人間、社
会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。［Ｂ(1)カ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・登場人物の境遇や、それぞれの人物関係を押さえ、作品の魅力
を読み味わおうとしている。

○ ○ ○

合計

70

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○
合計
70

1

○ ○ 1

14○ ○ ○

定期考査

E 単元　自分たちの生きる世界を自分なりに理解し、レポートにまとめる
【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増
し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしている。
[(1)イ]
・文章の種類にもとづく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や
展開のしかたについて理解を深めている。［(1)エ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解
を深めている。[(2)イ]
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解
釈を多様な論点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考えを
深めている。[Ｂ(1)カ]
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開
などを的確にとらえ、 論点を明確にしながら要旨を把握している。［Ｂ(1)
ア］
・「書くこと」において、実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄につい
て、書き手の立場や論点などのさまざまな観点から情報を収集、整理して、
目的や意図に応じた適切な題材を決めている。[Ａ(1)ア]
・「書くこと」において、文章の構成や展開、表現のしかたなどについて、
自分の主張が的確に伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体
を整えたり、読み手からの助言などをふまえて、自分の文章の特長や課題を
とらえ直したりしている。[Ａ(1)カ]
【学びに向かう力、人間性等】
・学習の見通しをもって、全体の構成を意識しつつ、積極的に調べたことを
レポートにまとめようとしている。

・指導事項
　引用をしながら、自身の考える「言葉と他者
との関係」について根拠の明確なレポートを作
成する。
・教材
　世界は、いま―「多文化世界」の構築、グ
ローバリゼーションと文化、調べたことをレ
ポートにまとめる
・一人１台端末の活用　等
　調べ学習

○

【知識及び技能】
・文章に出てくる語句から、抽象的な概念をとらえ、理解してい
る。
・文章の内容からグローバル時代における文化の多様性につい
て、自分なりの考えをもっている。
・目的に応じて情報を収集し、分類することについて正しく理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・現代のグローバリゼーションの特徴と、文化や国家との関係に
ついて十分に理解している。
・文章の構成や展開について、自分の主張が正しく伝わるように
書かれているか、吟味して、文章を整えることが十分にできてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習の見通しをもって、全体の構成を意識しつつ、積極的に調
べたことをレポートにまとめている。さらに今回学んだことを他
の単元の学習活動に活かそうとしている。

２
学
期

３
学
期

C 単元　科学について理解を深め、字分の意見を明確にしてその功罪につい
て書く
【知識及び技能】
・文章の種類にもとづく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や
展開のしかたについて理解している。［(1)エ］
・本文の具体例と主張の関係、本文記述と表の対応関係について理解してい
る。［(2)イ］
・筆者の主張とその根拠をとらえている。［(2)ア］
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などに
ついて叙述を基に的確に捉えている。［Ｂ(1)ア］
・「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色につ
いて評価している。［Ｂ(1)ウ］
・「書くこと」において、筆者の主張と根拠を押さえた要約をしている。
［A(1)ア］
・「書くこと」において、自身の主張と、それに対する根拠を書き出してい
る。［A(1)イ］
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に、ワークシートなどの学習課題に取り組み、意見文執筆に取り組
もうとしている。

・指導事項
　論点を共有しながら話し合い、よりよい結論
を出すために、考えを広げたり深めたりする。
・教材
　結論を出すために話し合う
　ガチガチの世界をゆるめる
・一人１台端末の活用　等
　端末を使った調べ学習、動画作成

○

定期考査

○ ○ 1

○ ○ 1

12

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元 文章と資料の関係を捉え、日本社会について考えるとともに、統計
資料から分析したことを書く
【知識及び技能】
　・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしている。
［(1)イ］
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、資料との関係を把握し、
内容や構成を的確にとらえている。[Ｂ(1)イ]
・「読むこと」において、人間、社会、自然などについて、文章の内容や解
釈を多様な論点や異なる価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考えを
深めている。[Ｂ(1)カ]
・「書くこと」において、統計資料を読み取り、自分の書く文章の主張を支
えるために必要な情報を抽出している。［Ａ(1)ア］
・「書くこと」において、根拠となる情報の妥当性・信頼性に言及しつつ、
それに支えられる主張を明確に書いている。［Ａ(1)イ］
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉をとおして他者や社会に意欲的に関
わろうとしている。

・指導事項
　段落毎の要点のとらえ方について理解し、要
点をまとめ、要約を口頭で発表する。
・教材
　家族化するペット、コミュニティから見た日
本
・一人１台端末の活用　等
　Flipgridを使用して提出

○ ○

【知識及び技能】
・「一方」「もちろん」「だから」といった接続する語の働きを
理解し、文章の展開をとらえている。
・根拠としての統計資料の情報と主張の情報とを結びつける理由
づけについて、作文の中で明確に示している。
【思考力、判断力、表現力等】
・統計によるグラフやインタビュー調査の事例と、筆者の主張と
の関係をとらえ、全体の構成を押さえている。
・統計資料の主旨や内容を、本文全体の内容と照らし合わせなが
ら理解している。
・作文において、根拠とした統計資料の位置づけに触れながら、
自分の主張を明示している。
【学びに向かう力、人間性等】
・資料と本文の内容を関連づけながら、筆者の主張を意欲的に読
み取ろうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 15

定期考査

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。   論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的
に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を
高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手
としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

論理国語（大修館書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や創造力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

（１組：石鍋） （２組：石鍋） （３組：石鍋） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

国語 論理国語
国語 論理国語 2

1定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
・小見出しごとのまとまり同士のつながり、論の展開についてと
らえている。
・本文の主張と根拠について、該当の箇所を指摘した上で、該当
箇所を手短に表現している。
【思考力、判断力、表現力等】
・小見出しごとのまとまり同士のつながり、論の展開についてと
らえている。
・本文の主張と根拠について、該当の箇所を指摘した上で、該当
箇所を手短に表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・より多くの具体例等自分の根拠を支える事項を積極的に考えな
がら、意見文を書こうとしている。

○ ○ ○ 12

B 単元　表現の工夫を考える
【知識及び技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増
し、文章の中で使うことを通して、語感　を磨き語彙を豊かにしている。言
葉の意味内容をあらためて考え、認識や思考と言葉との関係を理解してい
る。［(1)イ］
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開
などを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を把握している。［Ｂ(1)
ア］
・「読むこと」において、関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的
を考えながら内容の解釈を深めている。［Ｂ(1)オ］
【学びに向かう力、人間性等】
・学習課題に沿って、学説の引用に注目しつつ、粘り強く筆者の主張をとら
えようとしている。

・指導事項
 文章の構造に注意し、具体と抽象、対比を意
識して読む。
・教材
　ミロのヴィーナス、余白の美学
・一人１台端末の活用　等
　Microsoft Wordを用いて構造を意識したエッ
セイを作成 ○

【知識及び技能】
・論理的な文章や、芸術の鑑賞文などで多用される語句の意味を
理解し、それらの語を用いて本文の概要を説明している。
・語彙を増やし、段落構成をつかみ文章の展開を把握している。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の構成と論理的な構造を理解し、筆者の主張を明確にとら
えている。
・「余白」の美を強調する筆者の主張を理解し、「日本人の美意
識」について掘り下げて読解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・「ミロのヴィーナス」と「余白の美学」の文章を比較し、
「美」についての考えを深めようとしている。

○ ○ ○

定期考査

12

D 単元　思考の枠組みをメタ認知する
【知識及び技能】
　・文章の種類にもとづく効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成
や展開のしかたについて理解を深めている。［(1)エ］
・対比を示す語句、接続表現に注目しながら文章を読み、対比関係や論理展
開をとらえる助けとしている。[(1)イ］
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の構成や論理の展開、表現のしかたについ
て，書き手の意図との関係において多面的・多角的な視点から評価してい
る。［Ｂ(1)エ］
・「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容や構成、論理の展開な
どを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【学びに向かう力、人間性等】
・本文と図版を関係づけて読むことをとおして、段落相互の関係に注意しな
がら、書き手の意図との関係において構成や展開を積極的にとらえ、今後の
学習に生かそうとしている。

・指導事項
　統計資料をもとに文章を書き、資料を用いな
がら説明する。
・教材
絵を見る技術、デジタル地図から見える世界

○

【知識及び技能】
・具体例と説明・主張との関わりなど段落相互の関係について正
しく理解し、全体の構成をとらえている。
・「～だが」「～より」など、対比を示す語句、接続表現を理解
した上で、本文において対比の関係や論理展開をとらえている。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体例の示し方や文章と図版との関係などから、書き手の意図
を推測し、評価している。
・対比を示す語句や接続表現に注目しながら文章を読み、「紙の
地図」と「デジタル地図」の対比の関係をとらえ、その内容を読
み取り、自分の言葉でまとめている。
【学びに向かう力、人間性等】
・段落構成や文章と図版との関係から書き手の意図をとらえるこ
との重要性を認識し、今後の学習に生かそうとしている。

1



令和 5 年度

2 単位 必修

学　期 時間 学習上の留意点

①

②

③

①

②

③

①

②

評価の観点・
方法

考査点（中間考査・期末考査）と平常点（授業態度・提出物・小テスト）を総合して評価する。

１学期

２学期

３学期

・標準レベルのセンター試験過
去問題を実際に解き、今後の学
習に向けて各自の指針を立て
る。
・近年の入試問題から良問を選
び、実戦的な演習を行いなが
ら、大学入試標準レベルの入試
問題に対応できる実践的な読解
力と記述力を養成する。

個別受験指導

大学入試に向けた評論の読解 ・近年の入試問題から良問を選
び、実戦的な演習を行いなが
ら、難関国公立・私立大学の要
求に応える読解力と答案作成能
力を習得する。

個々の生徒の志望校に応じた添
削指導を行う。

大学入試に向けた小説の読解

24

28

問題集による問題演習

共通テスト対策および個別試験対策問題演習

大学入試に向けた小説の読解

問題集による共通テスト対策のための問題演習

単位数
教科・科目

講座名

対象学年・組

担 当 教 員

教 科 書 等

単元（学習内容）

大学入試に向けた評論の読解

年間授業計画

学習の目標

東京都立大泉高等学校　　全日制課程

国語・現代文B

３年１組～３年５組

三好健介　石鍋雄大　辻井伸江

「精選 現代文B 改訂版」（筑摩書房）等　「現代文長文記述問題集３」（いいずな書店）

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、
感じ方、考え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態
度を身につけるとともに、直近の目標である大学入試を突破できるだけの読解力と記述力を習
得する。



令和 5 年度

2 単位 選択

学　期 時間 学習上の留意点

①

①

②

①

評価の観点・
方法

考査点（中間考査・期末考査）と平常点（授業態度・提出物・小テスト）を総合して評価する。

１学期

２学期

３学期

・段落構造やキーワード、言語
指標等を意識して評論を読む読
解姿勢を身につける。
・複数の同義表現の中から解答
に採択すべきよりよい表現を選
択する力を養う。
・漢字や語彙の基礎力の充実を
図る。

　　遠藤周作「深い河」

随筆読解練習

　　竹西寛子「ものに逢える日」

小説読解練習 ・表現や場面転換に留意しなが
ら、心情変化を捉える読解姿勢
を身につける。
・要素を的確に捉えながら明確
に心情説明ができる力を養う。
・漢字や語彙の基礎力の充実を
図る。

個々の生徒の志望校に応じた添
削指導を行う。

　　高階秀嗣　「日本の美・西欧の美」

24

28

　　加藤典洋　「ポッカリあいた心の穴を少しずつ埋め

　　　　　　　　　てゆくんだ」

個別受験指導

　　志賀直哉「赤西蠣太」

　　村山由佳「星々の舟」

　　渡邊十絲子「詩とは何か」

単位数
教科・科目

講座名

　　今井むつみ「学びとは何か」

　　伊藤　整「青春について」

　　村上陽一郎「文明のなかの科学」

対象学年・組

担 当 教 員

教 科 書 等

単元（学習内容）

評論読解演習

年間授業計画

学習の目標

東京都立大泉高等学校　　全日制課程

国語・　現代文演習　（現代文演習①②）

３年

玉腰　朱里

「精選 現代文B 改訂版」（筑摩書房）　アップリフト「現代文」（入試標準）会

近代以降の様々な文章を、段落構造を意識しながら正確に理解し、内容や心情について的確
に表現できる力を養う。



令和 5 年度

2 単位 選択

学　期 時間 学習上の留意点

①

②

③

④

⑤

①

②

対象学年・組 3年・文系選択（3講座）

担 当 教 員 辻井　伸江

年間授業計画 東京都立大泉高等学校　　全日制課程

教科・科目
講座名

国語・古典演習 単位数

教 科 書 等 「古典B　古文編」「古典B　漢文編」（筑摩書房）「古文ウィニングクリア３」「漢文ウィニングクリア３」（尚文出版）等

２学期

大学入試過去問題演習

学習の目標
(1)　文章を読み解くために必要となる基礎的な事項の定着をはかり、応用ができるようにな
る。
(2)　長文を実践的に読み、解釈し、理解できるようになる。

単元（学習内容）

１学期

「源氏物語」萩のうは露

24

様々なジャンの文章をの読解
を通して、文法や句法を体系
的に復習すると同時に、基礎
知識の定着を図る。
問題集による演習を行うこと
によって、初見の文章を読
み、内容を把握していく力を
養う。

古文文法等の確認および読解

評論（歌論・物語論等）

「無名抄」「無名草子」「正徹物語」等

「漢文ウィニングクリア」の演習

28

共通テストや大学の過去問、
また対策用の問題集を用い
て、問題解法の力を養う。共通テスト・共通一次過去問題の解法

私立大学入試過去問題の解法

評価の観点・
方法

考査点（中間考査・期末考査）と平常点（授業態度・提出物・小テスト）を総合して評価する。

３学期

共通テスト対策および個別試験対策問題演習 個々の生徒の志望校に応じ
た添削指導を行う。

個別受験指導



令和 5 年度

2 単位 選択

学　期 時間 学習上の留意点

①

②

③

①

②

③

④

①

②

対象学年・組 3年・選択2講座

担 当 教 員 神　尚子

年間授業計画 東京都立大泉高等学校　　全日制課程

教科・科目
講座名

国語・古文演習 単位数

教 科 書 等 「改訂版　古典B　古文編」（筑摩書房）、「錬成古文」（尚文出版）

２学期

助詞の復習

学習の目標
(1)　基礎的な事項の定着と体系化を図り、応用ができるようになる。
(2)　実践的な問題に取り組み、確実な解答の作成ができるようになる。

単元（学習内容）

１学期

用言の復習

24

多様なジャンルの読解演習を
通して、既習の文法事項を復
習し、基礎知識の定着と体系
化を図る。

　「十訓抄」　「発心集」「方丈記」

助動詞の復習

 「宇治拾遺物語」「今昔物語」「平家物語」「落窪物語」

　「紫式部日記」「枕草子」「玉勝間」

和歌の修辞

　「土佐日記」

28

多様なジャンルの読解演習を
通して、既習の文法事項を復
習し、基礎知識の定着と体系
化を図り、文脈解釈や表現
等、実践的な問題への対応
力をつける。

　「堤中納言物語」「無名抄」「更級日記」

敬語・和歌の習熟

　「古今著聞集」「枕荘子」

識別練習

　「俊頼髄脳」「大鏡」「源氏物語」「栄花物語」

   「春秋左史伝」「「晏史春秋」

大学入試過去問演習

評価の観点・
方法

考査点（中間考査・期末考査）と平常点（授業態度・提出物・小テスト）を総合して評価する。

３学期

共通テスト対策および個別試験対策問題演習 個々の生徒の志望校に応じ
た添削指導を行う。

個別受験指導



令和 5 年度

2 単位 選択

学　期 時間 学習上の留意点

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑮

⑯

⑰

⑱

評価の観点・
方法

・定期考査、提出物等を総合的に判断する。

２学期

３学期

評論文を読み、文章構造に
即した正確な読解力と、問い
に的確に応じた記述力を養
う。

評論文に加え、随筆、小説を
正確に読み取る読解力と、問
いに対応した記述力を養い、
大学入試に対応できる実践
的な力を身につける。

記述問題、個別指導。
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過去問演習

過去問演習

個別指導

「無口な友人」

「波打ち際に生きる」

「さまよう死生観　宗教の力」

「恋愛論」

「メタファーと科学的発見」

過去問演習

「生命の政治学」

「うわさとは何か」

「青春について」

「学びとは何か」

「文明のなかの科学」

過去問演習

年間授業計画

学習の目標

東京都立大泉高等学校　　全日制課程

国語・発展現代文演習

３学年自由選択（２講座）

　『アップリフト現代文入試標準』（Ｚ会）等

単位数
教科・科目

講座名

対象学年・組

担 当 教 員

教 科 書 等

単元（学習内容）

「日本語が亡びるとき」

「風景学・実践編」

「星々の舟」

１学期

幅広い分野の文章について読解力と記述力を養い、入試現代文に対応できる力をつける。

「日本の美、西欧の美」

24



令和 5 年度

2 単位 選択

学　期 時間 学習上の留意点

①

②

①

②

①

②

評価の観点・
方法

考査点（中間考査・期末考査）と平常点（授業態度・提出物・小テスト）を総合して評価する。

３学期

大学入試問題の演習 個々の生徒の志望校に応じ
た添削指導を行う。

国公立大学入試過去問題・難関私立大学入試過去問題

個別指導

難関大学の過去問を含め、
幅広いジャンルに渡った文章
を読み、古典の知識を活用し
ながら文脈の中で正しく解釈
する力や、思考力や判断力を
必要とする問題への対応力を
身につける。また、記述問題
や複数の文章を組み合わせ
た問題への対応力を強化す
る。

国公立大学入試過去問題・難関私立大学入試過去問題

古文単語テスト「古文単語330」（いいずな書店）
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教 科 書 等 「古典B　古文編」「古典B　漢文編」（筑摩書房）、「アップリフト古文入試標準」（Ｚ会）

２学期

大学入試問題の演習

学習の目標
(1)　文章を読み解くために必要となる基礎的な事項の定着をはかり、応用ができるようにな
る。
(2)　長文を実践的に読み、解釈し、理解できるようになる。

単元（学習内容）

１学期

問題演習（「アップリフト古文　入試標準」

24

幅広いジャンルに渡った基本
的な問題の解答と実践問題
の演習を行いことで、文法や
句法を体系的に復習すると同
時に、基礎知識の定着を図
る。

古文単語テスト「古文単語330」（いいずな書店）

対象学年・組 3年・自由選択（2講座）

担 当 教 員 辻井　伸江

年間授業計画 東京都立大泉高等学校　　全日制課程

教科・科目
講座名

国語・発展古典演習 単位数



令和 5 年度

1 単位 選択

学　期 時間 学習上の留意点

①

②

④

⑤

⑥

⑦

①

②

年間授業計画 東京都立大泉高等学校　　全日制課程

教科・科目
講座名

国語・理系古典演習 単位数

学習の目標
(1)　文章を読み解くために必要となる基礎的な事項の定着をはかり、応用ができるようにな
る。
(2)　長文を実践的に読み、解釈し、理解できるようになる。

単元（学習内容）

14

対象学年・組 3年・選択1講座

担 当 教 員 山村亜希

古き教え

12

幅広いジャンルに渡った基本
的な問題の解答と実践問題
を通して、文法や句法を体系
的に復習すると同時に、基礎
知識の定着を図る。
４０字程度の記述問題や、共
通テスト対策として複数の文
章を組み合わせて読む問題
にも取り組む。

「花月草子」「十訓抄」「毎月抄」

人物伝を読む

「蒙求」「世説新語」

教 科 書 等 「古典（古文漢文）ウィニングクリア３」（尚文出版）

１学期

「蜻蛉日記」「和泉式部日記」

政治に必要なもの

「十八史略」「荀子」「新序」

大学入試過去問演習

２学期

歴史を読む

評価の観点・
方法

平常点（授業態度・提出物・小テスト）を総合して評価する。

３学期

共通テスト対策および個別試験対策問題演習 個々の生徒の志望校に応じ
た添削指導を行う。

個別受験指導

難関大学の過去問を含め、
幅広いジャンルに渡った文章
を読み、古典の知識を活用し
ながら文脈の中で正しく解釈
する力や、思考力や判断力を
必要とする問題への対応力を
身につける。また、記述問題
や複数の文章を組み合わせ
た問題への対応力を強化す
る。

「古今著聞集」「大鏡」「栄花物語」

思いを知る


	R5年間授業計画　高1現代の国語
	R5年間授業計画　高1言語文化
	R5年間授業計画　高2古典探究
	R5年間授業計画　高2文学国語
	R5年間授業計画　高2論理国語
	R5年間授業計画　高3現代文B 
	R5年間授業計画　高3現代文演習
	R5年間授業計画　高3古典演習
	R5年間授業計画　高3古文演習
	R5年間授業計画　高3発展現代文演習
	R5年間授業計画　高3発展古典演習
	R5年間授業計画　高3理系古典演習

